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は
じ
め
に

　

天
龍
寺
塔
頭
妙
智
院
三
世
策
彦
周
良
（
一
五
〇
一
─
七
九
）
は
、
天
文
八
年
（
一

五
三
九
）
度
船
（
以
下
、
初
渡
）
お
よ
び
同
一
六
年
度
船
（
以
下
、
再
渡
）
の
二
度

の
遣
明
船
に
参
加
し
、
一
度
目
は
副
使
を
、
二
度
目
は
正
使
を
務
め
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
入
明
に
関
す
る
多
く
の
史
料
は
、
住
院
で
あ
っ
た
妙
智
院
に
今
日

に
至
る
ま
で
伝
来
し
て
お
り
、
お
お
よ
そ
「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
三
一
種
」

（
以
下
、「
三
一
種
」）
お
よ
び
「
策
彦
入
明
記
録
及
送
行
書
画
類
一
四
種
」（
以
下
、

「
一
四
種
」）
の
二
群
に
ま
と
め
ら
れ
て
、
そ
の
他
の
「
策
彦
和
尚
行
実
」
や
「
柯
雨

窓
賛
策
彦
周
良
像
」
と
と
も
に
、
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

こ
う
し
た
現
蔵
史
料
の
多
く
は
、
策
彦
自
筆
の
初
渡
時
と
再
渡
時
の
旅
日
記
で
あ

る
『
初
渡
集
』
と
『
再
渡
集
』
を
筆
頭
に
、
日
明
関
係
史
の
根
本
史
料
と
し
て
古
く

か
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
牧
田
諦
亮
氏
は
、『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
上

（
法
蔵
館
、
一
九
五
五
年
）
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
翻
刻
掲
載
し
て
お
り
、
同
書
の
刊

行
以
後
、
現
蔵
史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
も
っ
ぱ
ら
牧
田
氏
の
成
果
が
利
用
さ

れ
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
近
年
に
な
っ
て
、
同
書
所
収
の
『
戊
子
入
明
記
』
の
脱
落
や
乱
丁
が
指
摘

さ
れ
た
り（

（
（

、
冒
頭
部
を
除
き
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
『
明
国
諸
士
送
行
』
の
翻

刻
が
試
み
ら
れ
た
り（

（
（

、『
初
渡
集
』
全
四
巻
の
う
ち
巻
中
に
つ
い
て
、
朱
書
や
字
配

り
な
ど
牧
田
氏
の
翻
刻
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
情
報
を
反
映
し
た
、
よ
り
精
緻
な

翻
刻
が
な
さ
れ
た
り
と（

（
（

、
牧
田
氏
の
成
果
を
さ
ら
に
進
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
妙
智
院
現
蔵
史
料
原
本
の
調

査
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
今
後
も
こ
の
側
面
か
ら
の
研
究
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

　

一
方
で
、
現
蔵
の
も
の
以
外
に
も
、
少
な
く
な
い
量
の
策
彦
周
良
の
入
明
に
関
係

す
る
史
料
が
、
か
つ
て
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
明
ら
か
と
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
手
が
か
り
は
、『
寺
社
宝
物
展
閲
目
録
』
や
『
天
龍
寺
本
寺
並
塔
頭
諸

末
寺
所
蔵
稀
書
目
録
』
な
ど
、
主
と
し
て
近
世
に
作
成
さ
れ
た
調
査
記
録
に
散
見
さ

れ
、
策
彦
将
来
の
漢
籍
や
再
渡
時
に
明
側
と
交
わ
し
た
公
文
書
な
ど
、
今
日
原
本
の

所
在
が
明
ら
か
で
な
い
多
く
の
物
が
、
か
つ
て
同
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
事
実
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。
こ
れ
ら
は
悉
皆
目
録
で
は
な
い
た
め
、
旧
蔵
史
料
の

全
容
を
解
明
す
る
の
は
極
め
て
む
ず
か
し
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
研
究
は
、

妙
智
院
所
蔵
史
料
と
い
う
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
た
対
外
関
係
史
料
群
を
復
元

す
る
の
み
な
ら
ず
、
禅
宗
寺
院
所
蔵
史
料
の
伝
来
過
程
の
一
端
を
解
明
す
る
こ
と
に

も
繋
が
り
得
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
策
彦
周
良
等
往
来
雑
記
』（
以
下
、『
雑

記
』）
も
、
そ
う
し
た
往
時
の
妙
智
院
所
蔵
史
料
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
、
近

史
料
紹
介宮

内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
策
彦
周
良
等
往
来
雑
記
』

岡　
　

本　
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子
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世
の
調
査
記
録
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
同
書
は
『
池
底
叢
書
』
第
七

〇
冊
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
幕
臣
で
国
学
者
で
も
あ
っ
た
屋
代
弘

賢
（
一
七
五
八
─
一
八
四
一
）
の
旧
蔵
に
か
か
る
。
内
容
は
妙
智

院
所
蔵
史
料
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
、
詳
細
は
表
1
に
整
理
し

た
。

成
立
の
経
緯

　
『
雑
記
』
成
立
の
手
が
か
り
と
な
る
の
は
、
書
中
「
謙
斎
記
」

の
直
後
に
「
寛
政
丙
辰
秋
七
月
六
日
写
」
と
あ
り
、
ま
た
同
書
末

尾
に
「
右
、
本
書
若
干
通
、
蔵
在
京
嵯
峨
妙
智
院
／
云
、
今
繕
写

為
一
冊
、
備
他
日
輶
軒
之
一
助
、
／
寛
政
丁
巳
秋
九
月　
　

近
藤

守
重

（
（
（

」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
同

書
は
そ
の
一
部
が
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
七
月
に
写
さ
れ
、
さ

ら
に
残
り
の
部
分
が
筆
写
さ
れ
、
翌
年
九
月
ま
で
に
現
在
の
形
と

な
っ
た
も
の
と
判
明
す
る
。

　

右
の
識
語
を
記
し
た
幕
臣
近
藤
守
重
（
一
七
七
一
─
一
八
二

九
）
は
、
寛
政
七
年
六
月
に
長
崎
奉
行
手
附
出
役
と
な
っ
て
赴
任

し
、
同
九
年
四
月
ま
で
長
崎
に
在
勤
し
た
。
そ
の
後
江
戸
へ
戻
っ

て
一
二
月
に
支
配
勘
定
と
な
り
、
同
日
関
東
郡
代
附
出
役
と
な
っ

た
（
（
（

。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
守
重
は
、
長
崎
か
ら
江
戸
へ
向
か
う

途
次
、
京
都
で
妙
智
院
に
立
ち
寄
り
、
そ
の
所
蔵
史
料
を
筆
写
し

た
の
で
あ
ろ
う
。
長
崎
赴
任
中
、
通
事
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
外

交
文
書
を
筆
写
し
、
の
ち
に
そ
れ
を
含
む
他
の
外
交
史
料
を
集
成

し
て
『
外
蕃
通
書
』
や
『
外
蕃
書
翰
』
を
編
ん
だ
こ
と
な
ど
か
ら

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
守
重
は
当
代
だ
け
で
な
く
過
去
の
対
外
交

渉
に
も
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。『
雑
記
』
筆
録
の
動

表1『策彦周良等往来雑記』所収史料一覧�
通し番号 題名 翻刻記号 現蔵 備考

1 妙智院書画目録 Ａ
2 謙斎記 ○ 「謙齋記」の写
3 ［西山艸堂額字］ Ｂ
4 怡斎策彦禅師像讃 ○ 「柯雨窓賛策彦周良像」の賛の写
5 ［褚效良書状］ ○ 『明国諸士送行』3号文書の写

6 送副使策彦耆宿帰国詩序 ○ 「送朝天客詩並序」序文の冒頭と末尾を抜
粋した写

7 ［鄧壁書状］ ○ 『明国諸士送行』8号文書の写
8 ［駱邦翰書状］ ○ 『明国諸士送行』6号文書の写
9 ［鄧壁書状］ ○ 『明国諸士送行』4号文書の写
10 竹斎読書図 Ｃ 東京国立博物館所蔵
11 三蘇図 Ｄ
12 晩過西湖 ○ 「晩過西湖詩」の写

13 ［花押影二点］ ○ 「妙智院宛書状」の大内義隆書状および三
好長慶書状の花押の写

14 ［衣錦栄帰詩（前半）］ ○ 「衣錦栄帰序並詩」に記された10人の詩の
うち前6人分の写

15 贈送臨川策彦叟正使周老
大人帰国詩 Ｅ 『隣交徴書』にも収録

16 ［衣錦栄帰詩（後半）］ ○ 「衣錦栄帰序並詩」に記された10人の詩の
うち後4人分の写

17 ［蔡陽書状］ ○ 『明国諸士送行』7号文書の写
18 ［范南岡書状］ ○ 『明国諸士送行』5号文書の写
19 贈怡斎禅師衣錦栄帰序 ○ 「衣錦栄帰序並詩」の序の部分の写
20 ［王元章書］ Ｆ
21 ［定海県諭］ Ｇ 『嘉靖公牘集』にも収録
22 ［賞賜目録］ Ｈ
23 ［了庵桂悟書状］ ○ 『壬申入明記』所収文書の写
24 ［策彦老師渡唐］ Ｉ

・題名欄について、『雑記』中に原題のある場合は基本的にそれを用いた。原題のない場合は筆者がつけたが、原
題と区別するため枠括弧［］で括った。
・備考欄について、『明国諸士送行』所収文書の番号は、岡本真・須田牧子「天龍寺妙智院所蔵『明国諸士送行』」

（『東京大学史料編纂所研究紀要』23、2013年）によった。
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機
も
、
こ
の
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

現
蔵
の
収
録
史
料

　
『
雑
記
』
に
筆
写
さ
れ
た
史
料
は
、
原
本
が
今
日
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史

料
と
、
そ
う
で
な
い
も
の
と
に
大
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
具
体
的
に
述

べ
よ
う
。

　
「
謙
斎
記
」
は
、
再
渡
時
に
策
彦
が
明
人
豊
坊
よ
り
得
た
も
の
。「
一
四
種
」
に
含

ま
れ
る
。

　
「
怡
斎
策
彦
禅
師
像
讃
」
は
、
明
人
柯
雨
窓
が
策
彦
周
良
像
に
著
賛
し
た
も
の
。

「
三
一
種
」
に
も
「
一
四
種
」
に
も
含
ま
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
と
同
様
に
京
都
国
立

博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

　
「
褚
效
良
書
状
」・「
鄧
壁
書
状
」
二
点
・「
駱
邦
翰
書
状
」・「
蔡
陽
書
状
」・「
范
南

岡
書
状
」
は
、
い
ず
れ
も
現
地
で
明
人
よ
り
送
ら
れ
た
文
書
。『
明
国
諸
士
送
行
』

（「
三
一
種
」
の
う
ち
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
送
副
使
策
彦
耆
宿
帰
国
詩
序
」
は
、「
送
朝
天
客
詩
並
序
」（「
一
四
種
」
の
う
ち
）

の
魏
璜
に
よ
る
序
文
の
、
冒
頭
と
末
尾
の
み
を
写
し
た
も
の
。
原
本
に
は
、
序
文
の

あ
と
に
王
応
鵬
ら
の
製
し
た
策
彦
の
帰
国
に
対
す
る
送
行
詩
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
は
『
雑
記
』
に
写
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
晩
過
西
湖
」
は
、
策
彦
が
作
製
し
た
漢
詩
。「
一
四
種
」
に
含
ま
れ
る
。

　

花
押
影
二
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
内
義
隆
と
三
好
長
慶
の
も
の
。「
三
一
種
」
の
う

ち
の
「
妙
智
院
宛
書
状
」
に
、
こ
れ
ら
の
据
え
ら
れ
た
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
花
押
の
み
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
衣
錦
栄
帰
詩
（
前
半
）」・「
衣
錦
栄
帰
詩
（
後
半
）」・「
贈
怡
斎
禅
師
衣
錦
栄
帰
序
」

は
、
す
べ
て
「
一
四
種
」
の
う
ち
の
「
衣
錦
栄
帰
序
並
詩
」
の
一
部
。
原
本
で
は
「
贈

怡
斎
禅
師
衣
錦
栄
帰
序
」・「
贈
怡
斎
禅
師
衣
錦
栄
帰
賦
」・「
衣
錦
栄
帰
詩
（
前
半
）」・

「
衣
錦
栄
帰
詩
（
後
半
）」
の
順
に
、
ひ
と
続
き
に
書
か
れ
て
い
る
が
、『
雑
記
』
に

は
「
贈
怡
斎
禅
師
衣
錦
栄
帰
賦
」
の
み
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
採
録
部
分
も

順
序
通
り
で
は
な
い
。

　
「
了
庵
桂
悟
書
状
」
は
、『
壬
申
入
明
記
』（
三
一
種
）
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書

状
の
一
つ
。
同
書
は
、
了
庵
桂
悟
を
正
使
と
す
る
永
正
度
遣
明
船
時
に
日
本
側
か
ら

明
側
に
提
出
し
た
文
書
を
冊
子
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
策
彦
が
使
節
を
務
め
る
に

あ
た
っ
て
参
考
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
本
状
は
こ
の
う
ち
「
菊
月
望
後
」（
九

月
後
半
）
に
「
礼
部
喬
老
爹
」
宛
に
出
し
た
書
状
に
あ
た
る
が
、
文
字
の
異
同
が
多

少
あ
り
、
ま
た
『
壬
申
入
明
記
』
に
は
あ
る
「
喬
ハ
氏
也
」・「
右
東
樵
所
誘
也
」
の

注
記
は
略
さ
れ
て
い
る
。
三
〇
通
以
上
に
も
上
る
『
壬
申
入
明
記
』
の
文
書
の
な
か

で
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
が
書
写
さ
れ
た
の
か
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

以
上
の
妙
智
院
現
蔵
史
料
は
、
す
で
に
原
本
に
も
と
づ
い
た
翻
刻
が
公
刊
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
か
さ
ね
て
の
翻
刻
は
避
け
る
こ
と
と
し
た
。

現
蔵
で
な
い
収
録
史
料

　

次
に
、
原
本
が
今
日
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
た

い
。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
後
掲
の
通
り
、
本
稿
で
翻
刻
を
お
こ

な
っ
た
。

妙
智
院
書
画
目
録

　
「
妙
智
院
書
画
目
録
」
の
性
格
は
不
明
。『
雑
記
』
の
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

同
書
中
に
写
さ
れ
た
書
画
類
と
全
部
は
一
致
せ
ず
、
そ
れ
も
本
目
録
に
は
あ
る
が
写

さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
写
さ
れ
て
い
る
が
本
目
録
に
は
な
い
と
い

う
も
の
も
多
い
。
あ
る
い
は
『
雑
記
』
筆
録
の
際
に
す
で
に
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
現
在
こ
の
よ
う
な
目
録
は
知
ら
れ
な
い
。

　

本
目
録
所
載
の
書
画
類
の
う
ち
、「
南
遯
柯
雨
窓
策
彦
画
像
賛
」（
4
）・「
晩
過
西

湖
詩
」（
12
）・「
趙
月
川
送
別
詩
」（
15
）・「
王
元
章
書
」（
20
）・「
三
蘇
図
」（
11
）・
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「
竹
斎
読
書
図
」（
10
）
の
六
点
に
つ
い
て
は
、『
雑
記
』
に
写
さ
れ
て
い
る
（
番
号

は
表
1
の
番
号
）。
ま
た
、
写
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
う
ち
「
野
泉
餞
別
図
」（「
策

彦
帰
朝
図
」
と
し
て
知
ら
れ
る
）「
誌
別
」・「
衣
錦
栄
帰
図
」
は
一
四
種
、「
策
彦
画

像
」・「
怡
斎
」
は
三
一
種
に
属
し
、
現
蔵
で
あ
る
。
な
お
、
目
録
に
は
「
衣
錦
栄
帰

図
」・「
怡
斎
」
を
ま
と
め
て
一
幅
と
し
て
、
同
じ
作
品
か
の
よ
う
に
書
き
上
げ
て
い

る
が
、
現
物
を
見
る
限
り
、
両
者
は
別
物
で
あ
る
。

　
「
陶
佾
画
虎
」
の
陶と

う

佾い
つ

は
明
代
寧
波
の
人
。
字
は
一
山
、
虎
を
描
く
の
に
長
じ
て

い
た
と
い
う（

（
（

。
現
蔵
は
不
明
だ
が
、
谷
文
晁
は
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）、
妙
智
院

で
本
図
を
展
観
し
て
い
る（

（
（

。

　
「
疏
」・「
輿
地
図
」・「
嶰
谷
山
水
」
は
不
詳
。「
柯
雨
窓
画
」
も
何
を
指
す
の
か
不

明
。
初
渡
時
、
策
彦
は
柯
雨
窓
か
ら
多
く
の
書
画
を
得
て
い
る
こ
と
が
『
初
渡
集
』

に
明
ら
か
で
あ
り
、
柯
雨
窓
の
絵
と
い
う
だ
け
で
は
特
定
で
き
な
い
。

　
「
賀
及
第
文
」
の
作
者
朱
天
球
は
嘉
靖
庚
戌
（
二
九
、
一
五
五
〇
）
の
進
士
。
福

建
漳
浦
県
の
出
身
で
、
工
部
尚
書
に
至
っ
た（

（1
（

。
注
記
か
ら
嘉
靖
五
六
年
に
進
士
に
及

第
し
た
誰
か
を
祝
う
文
と
読
め
る
が
、
嘉
靖
は
四
五
年
ま
で
で
、
五
六
4

4

年
は
な
い
。

嘉
靖
丁
巳
は
三
六
4

4

年
で
あ
る
か
ら
、
三
六
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
天

文
一
六
年
度
遣
明
船
以
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
策
彦
に
よ
る
請
来
で
は
な
い
。

現
蔵
は
不
明
。

西
山
艸
堂

　
「
西
山
艸
堂
」
は
、
寧
波
の
文
人
方
仕
（
字
は
梅
厓
、
号
は
雲
冠
道
人
）
の
手
に

な
る
額
字
。
彼
は
永
正
度
遣
明
船
以
来
、
遣
明
使
節
と
た
び
た
び
交
流
し
た
人
物

で
（
（1
（

、
策
彦
と
も
親
し
く
交
流
し
た
様
子
が
、『
初
渡
集
』
の
記
述
や
「
策
彦
帰
朝
図
」

（「
一
四
種
」
の
う
ち
）
な
ど
他
の
妙
智
院
現
蔵
史
料
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

こ
の
額
字
に
つ
い
て
は
、『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
八
年
閏
七
月
二
五
日
条
に
「
俾
梅

厓
書
城
西
聯
句
外
題
・
西
山
艸
堂
四
大
字
・
怡
斎
二
大
字
」
と
あ
る
た
め
、
策
彦
が

初
渡
時
に
得
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。『
雑
記
』
に
は
原
本
に
押
さ
れ
て
い
た
印
三
点

も
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
右
上
の
「
四
明
囚
刀
」
は
、「
四
明
山
人
」
の
誤
写
で
あ

ろ
う
。
同
印
は
、「
西
山
艸
堂
」
と
同
じ
時
に
書
か
れ
た
「
四
明
梅
厓
筆
怡
斎
号
」

（「
三
一
種
」
の
う
ち
）
に
も
押
さ
れ
て
い
る
。
右
下
の
印
文
は
「
宋
名
臣
后
」
で
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
探
幽
縮
図
に
収
録
さ
れ
た
方
仕
款
墨
竹
図
に
も
同
印
の
印

影
が
写
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
左
下
の
も
の
の
印
文
は
「
某
厓
」
で
、「
某
」
は
「
梅
」
の

本
字
で
あ
る
。

竹
斎
読
書
図

　
「
竹
斎
読
書
図
」
は
、
現
東
京
国
立
博
物
館
蔵
の
国
宝
。
竹
林
中
の
廬
で
読
書
す

る
人
物
が
描
か
れ
た
、
伝
周
文
筆
の
水
墨
画
に
、
竺
雲
等
連
が
序
、
江
西
龍
派
・
心

田
清
播
・
東
沼
周
曮
・
瑞
巌
龍
惺
・
希
世
霊
彦
が
詩
を
寄
せ
た
も
の（

（1
（

。
こ
こ
で
は
、

詩
の
部
分
の
み
写
さ
れ
て
い
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）、
南
禅

寺
の
杲
が
竺
雲
の
も
と
に
持
っ
て
き
た
詩
軸
を
「
竹
斎
読
書
図
」
と
名
付
け
、
序
を

付
し
た
と
い
う
。
妙
智
院
に
伝
来
し
た
経
緯
は
定
か
で
な
い
が
、
竺
雲
は
妙
智
院
の

開
山
で
あ
り
、
そ
の
関
係
に
よ
る
も
の
か
。

三
蘇
図

　
「
三
蘇
図
」
は
、
三
蘇
（
蘇
洵
と
そ
の
子
蘇
軾
お
よ
び
蘇
轍
の
三
人
）
を
描
い
た

図
に
付
さ
れ
て
い
た
賛
を
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
翻
刻
を
見
る
と

明
ら
か
な
よ
う
に
全
部
を
写
し
て
は
お
ら
ず
、
四
人
の
著
賛
者
の
、
そ
れ
ぞ
れ
賛
の

冒
頭
と
末
尾
の
署
名
の
み
を
筆
録
し
、
そ
の
中
間
は
省
略
し
て
い
る
。
二
人
目
の
劉

紹
は
、
字
を
子
憲
と
い
い
、
緯
蕭
野
人
な
ど
と
号
し
、
洪
武
年
間
の
は
じ
め
に
翰
林

応
奉
と
な
っ
た
人
物

（
（1
（

。
四
人
目
の
胡
隆
成
は
、
萍
軒
と
号
し
た
山
陰
出
身
の
人
物
で
、

即
位
前
よ
り
洪
武
帝
に
仕
え
、
長
史
に
も
任
じ
ら
れ
た（

（1
（

。
一
人
目
と
三
人
目
は
不
詳

だ
が
、
署
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
浙
江
慈
渓
県
と
、
四
明
す
な
わ
ち
寧
波
出
身
の
人
物
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と
判
明
す
る
。「
三
蘇
図
」
原
本
の
現
在
の
所
在
は
わ
か
ら
ず
、
妙
智
院
に
所
蔵
さ

れ
る
に
至
っ
た
経
緯
も
不
明
だ
が
、
劉
紹
や
胡
隆
成
の
活
動
時
期
か
ら
し
て
、
元
末

明
初
頃
に
著
賛
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

贈
送
臨
川
策
彦
叟
正
使
周
老
大
人
帰
国
詩

　
「
贈
送
臨
川
策
彦
叟
正
使
周
老
大
人
帰
国
詩
」
は
、
嘉
靖
庚
戌
、
す
な
わ
ち
再
渡

時
の
嘉
靖
二
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
夏
に
、
趙
徳
馨
（
号
は
月
川
）
が
遣
明
正
使
の

策
彦
に
贈
っ
た
送
行
詩
。
末
尾
に
は
「
青
山
緑
水
」・「
徳
章
之
章
」
な
ど
の
印
が
押

さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ
て
徳
馨
の
印
で
あ
ろ
う
。
策
彦
ら
一
行
は
、
同
年
五
月
中
旬

以
降
に
帰
国
の
途
に
つ
く
た
め
、
本
詩
は
そ
の
直
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

初
渡
時
の
策
彦
と
趙
徳
馨
の
交
流
は
、「
衣
錦
栄
帰
序
並
詩
」
に
収
め
ら
れ
た
徳

馨
の
詩
や
、『
初
渡
集
』
に
記
さ
れ
た
筆
談
な
ど
の
様
子
か
ら
明
ら
か
で
あ
る（

（1
（

。
こ

れ
に
対
し
、
再
渡
時
に
関
し
て
は
、『
再
渡
集
』
に
徳
馨
に
関
す
る
記
述
が
見
い
だ

せ
な
い
。
だ
が
、
本
詩
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
も
前
回
と
同
様
親
し
く
交
歓
し
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。

　

な
お
、
本
詩
の
原
本
は
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
だ
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）

成
立
の
伊
藤
松
編
『
隣
交
徴
書
』
に
は
、「
真
書
妙
智
院
蔵
」
と
い
う
注
記
と
共
に

同
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
同
書
が
編
ま
れ
た
頃
に
は
、

こ
の
趙
徳
馨
の
送
行
詩
は
ま
だ
妙
智
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
。

王
元
章
書

　
「
王
元
章
書
」
は
、
王
元
章
の
手
に
な
る
、
蘇
軾
の
書
を
称
え
た
文
章
。
王
元
章

は
元
末
明
初
の
画
家
。
名
は
冕
、
元
章
は
字
。
浙
江
諸
曁
県
の
出
身
。
苦
学
し
て
科

挙
を
う
け
る
も
合
格
せ
ず
、
諸
方
遊
歴
の
の
ち
、
元
末
の
内
乱
を
避
け
て
会
稽
の
九

里
山
に
隠
棲
し
た
。
梅
千
本
を
植
え
梅
花
屋
と
称
し
た
と
い
う（

（1
（

。
墨
梅
を
描
く
の
を

得
意
と
し
、
そ
の
作
品
の
い
く
つ
か
は
日
本
に
も
伝
来
し
、
現
存
す
る（

（1
（

。

　

本
書
は
、
現
在
原
本
の
所
在
が
不
明
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
作
品
と
し
て
実
在
し

た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
妙
智
院
に
伝
来
し
た
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。

定
海
県
諭

　
「
定
海
県
諭
」
は
嘉
靖
二
七
年
正
月
一
三
日
付
で
、
寧
波
の
外
港
定
海
港
を
管
轄

す
る
県
の
役
人
が
策
彦
周
良
に
向
け
て
、
軽
々
に
動
く
こ
と
の
な
い
よ
う
警
告
を
発

し
た
文
書
。
こ
こ
で
は
、
台
頭
・
平
出
な
ど
の
字
配
り
が
そ
の
ま
ま
再
現
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、「
定
海
県
鑑
」
の
正
方
印
、「
諭
」
の
下
の
花
押
な
ど
を
写
し
取
っ
て
お
り
、

文
書
形
式
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

　

再
渡
時
の
遣
明
船
は
、
嘉
靖
二
六
年
六
月
頃
、
定
海
に
到
着
し
た
が
、
貢
期
や
船

隻
数
の
違
背
な
ど
を
理
由
に
、
寧
波
へ
の
入
港
を
拒
否
さ
れ
、
定
海
沖
の
舟
山
列
島

の
嶴
山
に
半
年
ほ
ど
滞
在
し
、
一
〇
年
一
貢
の
年
限
が
満
ち
る
の
を
待
っ
た
。
策
彦

ら
は
同
年
の
年
末
に
、
翌
二
七
年
正
月
三
日
過
ぎ
に
は
順
風
を
待
ち
定
海
港
に
向
か

う
旨
を
明
側
に
通
告
し
た
。
対
し
て
明
側
は
、
遣
明
使
節
受
け
入
れ
に
つ
き
朝
廷
の

処
断
を
待
っ
て
い
る
最
中
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
し
ば
ら
く
待
機
し
軽
率
に
行
動

し
な
い
よ
う
制
止
し
、
数
か
月
に
わ
た
っ
て
、
一
刻
も
早
く
上
陸
し
た
い
遣
明
使
節

側
と
交
渉
を
繰
り
返
し
た
。
本
文
書
は
、
こ
の
過
程
の
な
か
で
出
さ
れ
た
文
書
の
一

つ
で
あ
る
。
策
彦
ら
が
最
終
的
に
定
海
港
に
入
る
の
は
三
月
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

な
お
以
上
の
一
連
の
動
き
は
、『
大
明
譜
』・『
再
渡
集
』
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
現
在
芳
洲
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
一
冊
の
冊
子
に
写
さ
れ
た
、
明
側
か

ら
通
達
さ
れ
た
公
文
書
群
が
、
こ
の
間
の
具
体
的
な
や
り
と
り
を
伝
え
て
い
る
。
こ

の
冊
子
は
大
庭
脩
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
仮
に
『
嘉
靖
公
牘
集
』
と
名
付
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る（

（1
（

。
嘉
靖
二
六
年
六
月
一
〇
日
の
定
海
知
県
の
書
か
ら
、
嘉
靖
二
九
年

五
月
一
〇
日
の
浙
江
市
舶
司
の
書
ま
で
計
三
〇
通
を
収
め
、
天
文
一
六
年
度
船
に
か
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か
る
貴
重
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
本
文
書
も
三
番
目
に
写
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
嘉
靖
公
牘
集
』
は
長
ら
く
、
ど
こ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
を
、
誰
が
写

し
た
も
の
な
の
か
と
い
う
基
本
的
な
性
格
が
不
明
だ
っ
た
が
、
近
年
、
妙
智
院
に
所

蔵
さ
れ
て
い
た
文
書
の
写
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た（

（2
（

。
本
文
書
が
『
雑
記
』
中

に
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
同
書
に
引
き
写
さ
れ
た
時
点
で
は
、『
嘉

靖
公
牘
集
』
所
収
文
書
の
一
部
が
妙
智
院
に
現
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
こ
の
指

摘
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

賞
賜
目
録

　
「
賞
賜
目
録
」
は
、
再
渡
時
に
使
節
の
官
員
に
対
し
下
賜
さ
れ
た
銅
銭
の
目
録
。

遣
明
使
節
は
、
寧
波
に
到
着
す
る
と
そ
の
一
部
が
北
京
へ
上
り
皇
帝
に
拝
謁
し
、
帰

路
南
京
で
進
貢
品
の
硫
黄
な
ど
へ
の
対
価
を
受
け
取
っ
た
の
ち
寧
波
へ
戻
り
、
上
京

し
な
か
っ
た
者
と
合
流
し
て
日
本
へ
帰
航
し
た
。
こ
の
行
程
中
、
使
節
の
官
員
は
、

朝
貢
に
対
す
る
報
賞
と
し
て
、
北
京
で
は
衣
裳
を
、
南
京
で
は
銅
銭
を
得
る
の
を
例

と
し
た（

（2
（

。
本
目
録
は
銅
銭
の
賜
与
の
際
に
発
給
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
再
渡
時
の
日
記
で
あ
る
『
再
渡
集
』
は
、
嘉
靖
二
八
年
八
月
九
日
に
北
京
を
発
っ

て
帰
路
に
つ
い
た
の
ち
、
南
京
近
郊
に
至
る
以
前
の
九
月
三
〇
日
で
終
わ
っ
て
お

り
、
本
目
録
の
発
給
時
期
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
初
渡
時
の
経

過
日
数
（
五
月
九
日
北
京
出
発
、
七
月
三
〇
日
銅
銭
受
領
）
を
考
慮
す
る
と
、
嘉
靖

二
八
年
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
上
旬
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

内
容
に
目
を
向
け
る
と
、
正
使
と
副
使
は
一
万
文
ず
つ
、
居
座
と
土
官
は
八
千
文

ず
つ
、
従
僧
と
通
事
は
五
千
文
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
給
賜
さ
れ
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
献

上
し
た
扇
の
対
価
と
し
て
二
万
五
千
八
百
文
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
初
渡

時
の
給
賜
額
に
つ
い
て
は
『
初
渡
集
』
に
記
載
が
あ
り
、
通
事
に
関
す
る
言
及
こ
そ

な
い
も
の
の
、
正
使
以
下
従
僧
に
至
る
ま
で
、
本
目
録
と
同
様
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
額
が
、
当
該
期
の
遣
明
使
節
へ
下
賜
さ
れ
る
銅
銭
の
定
量
だ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。

　

本
目
録
で
注
目
し
た
い
の
は
、
再
渡
時
の
遣
明
使
節
の
官
員
ほ
ぼ
全
員
の
名
が
記

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
時
の
使
節
の
構
成
員
を
あ
る
程
度
網
羅
で
き
る
も
の

と
し
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、『
大
明
譜
』（「
三
一
種
」
の
う
ち
）
と
『
再

渡
集
』
の
二
点
で
、
小
葉
田
淳
氏
や
牧
田
諦
亮
氏
は
主
に
こ
れ
ら
に
依
拠
し
て
基
礎

的
な
人
物
比
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る（

（2
（

。
だ
が
前
者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
居
座
・
土
官

が
何
号
船
に
乗
っ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
情
報
や
、
用
人
衆
や
船
頭
な
ど
、
こ
の
目

録
に
な
い
人
物
に
関
す
る
言
及
が
含
ま
れ
る
一
方
で
、
一
部
の
居
座
や
す
べ
て
の
従

僧
・
通
事
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。
ま
た
後
者
に
は
、
官
員
以
外
も
含
む
多
数
の

人
物
の
行
動
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
居
座
や
土
官
な
ど
各
人
の
役
職
が
明
ら
か

で
な
い
場
合
が
多
い
。
ま
た
両
者
と
も
に
呼
称
と
し
て
別
号
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

て
お
り
、
人
物
の
同
定
が
容
易
で
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
比
し
、
本
目
録
は
、
名
前
と
役
職
以
外
の
情
報
こ
そ
な
い
も
の
の
、
法

体
の
場
合
は
法
諱
、
俗
人
の
場
合
は
実
名
で
記
さ
れ
て
お
り
、
人
物
把
握
が
容
易
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
三
者
を
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
再
渡
時
の

官
員
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
2
）。
以
下
、
目
録
に
記
載
さ
れ
る
人
物

を
中
心
に
、
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。

　

正
使
と
し
て
記
さ
れ
る
周
良
は
、
天
龍
寺
妙
智
院
の
策
彦
周
良
、
副
使
の
寿
文
は
、

近
江
国
慈
光
院
の
竺
裔
寿
文
。

　

居
座
と
し
て
記
さ
れ
る
者
の
う
ち
、
等
越
と
周
泰
は
一
号
船
居
座
。『
大
明
譜
』

に
は
、
二
号
船
以
下
各
船
の
居
座
が
書
き
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
一
号
船
に
つ
い
て

は
言
及
が
な
い
こ
と
と
、
本
目
録
に
見
え
る
居
座
の
う
ち
等
越
と
周
泰
以
外
は
、
後

述
の
よ
う
に
い
ず
れ
も
『
大
明
譜
』
に
よ
っ
て
二
号
船
以
下
各
船
の
居
座
に
比
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
で
あ
る
。
等
越
は
、『
再
渡
集
』
に
「
釣
雲
」
と
い
う
通

称
で
記
さ
れ
る
、
雪
窓
等
越
を
指
す
。
初
渡
時
に
も
、
や
は
り
一
号
船
居
座
と
し
て

遣
明
使
節
に
加
わ
っ
た
。
周
泰
は
、『
再
渡
集
』
に
「
江
雲
泰
公
」
と
も
記
さ
れ
る
が
、

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo



東京大学史料編纂所研究紀要　第24号　2014年３月 108（　 ）

「
江
雲
」
が
道
号
な
の
か
、
そ
れ
と
も
居
所
な
ど
に
由
来
す
る
通
称
な

の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　

啓
竺
と
景
順
は
二
号
船
居
座
。
啓
竺
は
、
初
渡
時
に
も
策
彦
に
同
行

し
た
天
初
啓
竺
。『
初
渡
集
』
に
「
継
光
天
初
竺
上
司
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
、『
大
明
譜
』
に
見
え
る
二
号
船
居
座
の
「
継
光
院3

」
に
あ
た
る

と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、『
再
渡
集
』
に
「
継
光
庵3

」
と
も
記
さ
れ

る
よ
う
に
、「
継
光
」
は
博
多
聖
福
寺
継
光
庵3

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

啓
竺
は
そ
の
住
僧
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
景
順
は
、『
大
明
譜
』
の
「
山

口
慈
眼
院
」
に
あ
た
る
人
物
。『
萩
藩
閥
閲
録
』
や
福
岡
市
博
物
館
所

蔵
文
書
に
は
、
彼
の
授
受
し
た
文
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

周
琳
と
梵
生
は
三
号
船
居
座
。
周
琳
は
即
休
周
琳
。『
大
明
譜
』
に

見
え
る
「
し
つ
き
う
」
に
あ
た
る
。
永
正
度
遣
明
船
の
正
使
了
庵
桂
悟

の
法
嗣
で
、
初
渡
時
に
も
同
職
を
務
め
た
。
な
お
、
目
録
で
は
「
周
林3

」

と
な
っ
て
い
る
が
、「
周
琳3

」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
梵
生
は
、
初
渡
時

に
も
策
彦
に
同
行
し
た
三
英
梵
生
。『
大
明
譜
』
に
は
「
生
首
座
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
ふ
し
み
の
人
」
と
の
注
記
が
あ
る
が
、
伏

見
蔵
光
庵
の
住
僧
で
あ
る（

（2
（

。

　

崇
恕
は
四
号
船
居
座
で
、
初
渡
時
に
も
遣
明
使
節
に
加
わ
っ
た
仁
叔

崇
恕
。『
大
明
譜
』
に
「
し
ゆ
ん
し
ん
」
と
あ
り
、
ま
た
『
再
渡
集
』

に
「
順
心
仁
叔
恕
上
司
」
と
あ
る
の
は
、
彼
が
博
多
聖
福
寺
順
心
庵
の

住
僧
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

　

土
官
と
し
て
書
き
立
て
ら
れ
た
者
の
う
ち
、
正
頼
は
一
号
船
土
官

で
、『
大
明
譜
』
や
『
再
渡
集
』
に
「
吉
見
治
部
丞
」
と
記
さ
れ
る
、

大
内
氏
奉
行
人
の
吉
見
正
頼
。
初
渡
時
に
も
同
職
を
務
め
た
。
ま
た
、

再
渡
の
あ
と
、
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
に
、
大
内
義
長
が
派
遣
し

た
遣
明
船
に
乗
っ
て
朝
鮮
へ
漂
流
し
た
「
日
本
国
奉
差
山
口
大
内
殿
使

表2　「賞賜目録」記載人名の諸史料との比較�
人名 役職（船号） 賞賜目録 大明譜 再渡集

策彦周良 正使 周良 正使都さかのてんりうし 余
竺裔寿文 副使 寿文 副使近江の慈光院 副使
雪窓等越 居座（一） 等越 ─ 釣雲
周泰 居座（一） 周泰 ─ 江雲泰公、泰首座
天初啓竺 居座（二） 啓竺 御小座継光院 継光庵
景順 居座（二） 景順 そへ小座山口慈眼院 慈眼院
即休周琳 居座（三） 周林 居座しつきう 即休、周琳監寺
三英梵生 居座（三） 梵生 同生首座 三英生首座
仁叔崇恕 居座（四） 崇恕 小座しゆんしん 順心仁叔恕上司
吉見正頼 土官（一） 正頼 御土官吉見治部丞殿 吉見治部丞
杉隆宗 土官（一） ─ そへ御土官杉大蔵丞殿 杉大蔵丞古淡宗功禅定門
塩屋宗繁 土官（二） 宗繁 土官塩屋対馬守殿 二号土官塩屋対馬守
宗禀 土官（二） 宗禀 そへ土官幡磨の国円通寺■蔵主 禀蔵主
宗薫 土官（三） 宗董 土官山口真如寺内宗くん 三号土官宗薫
宗演 土官（三） 宗演 そへ土官さかい吸江 三号吸江
玄叔 土官（四） 岩叔 土官玄しゆく 四号土官玄叔
球叔全琇 従僧 全琇 ─ 琇首座
景琉 従僧 景琉 ─ 琉蔵主
守漸 従僧 守漸 ─ 漸首座
仁渓禅恕 従僧 禅恕 ─ 実際
三正宗統 従僧 宗統 ─ 龍華統上司、三正統公
景轍宗 従僧 宗 ─ 景轍 上司
禅休 従僧 禅休 ─ 休首座
呉栄 通事 呉栄 ─ 通事呉栄、呉通事
鄭允 通事 鄭允 ─ 鄭通事（呉・鄭二通事）
呉貞 通事 呉貞 ─ ─
銭礼 通事 銭礼 ─ ─

・「─」は該当史料に記載がないことを示す。
・『大明譜』には、用人衆および船頭に関する記載もあるが、「賞賜目録」にはないため省略した。
・『再渡集』に見られる人物のうち、「賞賜目録」に記載のない人物は、基本的に省略した。また、目録に記載され
ている人物でも、表記が多種にわたる者については代表例を挙げるにとどめた。
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臣
正
頼
」

（
（2
（

も
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。
な
お
、
本
目
録
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、『
大
明
譜
』
に
は
、
一
号
船
土
官
と
し
て
正
頼
の
ほ
か
に
「
杉
大
蔵
丞
」
も
記

載
さ
れ
て
お
り
、
天
文
年
間
に
博
多
近
辺
で
活
動
し
た
杉
大
蔵
丞
隆
宗
に
比
定
さ
れ

る
（
（2
（

。
彼
に
関
し
て
は
『
大
明
譜
』
に
、
渡
航
後
寧
波
入
港
以
前
、
嶴
山
に
留
ま
っ
て

い
た
時
に
死
去
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
。
目
録
に
記
名
さ
れ
ず
、
賞
賜
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

宗
繁
と
宗
禀
は
二
号
船
土
官
。『
再
渡
集
』
に
「
禀
蔵
主
3

3

」
と
あ
る
の
を
考
慮
す

る
と
、『
大
明
譜
』
に
二
号
船
土
官
と
し
て
記
載
さ
れ
る
「
塩
屋
対
馬
守
」
と
「
幡

磨
の
国
円
通
寺
■
蔵
主
3

3

」
の
う
ち
、
後
者
が
宗
禀
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宗
薫
と
宗
演
は
三
号
船
土
官
。
前
者
は
目
録
に
「
宗
董3

」
と
記
さ
れ
る
が
、『
大

明
譜
』
に
「
山
口
真
如
寺
内
宗
く
ん
3

3

」、『
再
渡
集
』
に
「
三
号
土
官
宗
薫3

」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、「
宗
薫3

」
の
誤
記
で
あ
ろ
う
。
宗
演
は
初
渡
時
に
も
三
号
船
土
官
と
し

て
参
加
し
た
人
物
。『
大
明
譜
』
に
は
「
さ
か
い
吸
江
」、『
再
渡
集
』
に
は
「
三
号

吸
江
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、
堺
の
僧
だ
と
わ
か
る
。
吸
江
は
居
所
に
由
来
す
る

通
称
と
推
定
さ
れ
る
。

　

玄
叔
は
四
号
船
土
官
。『
大
明
譜
』
に
は
「
玄3

し
ゆ
く
」、『
再
渡
集
』
に
は
「
四

号
土
官
玄3

叔
」
と
あ
る
の
で
、
目
録
の
「
岩3

叔
」
は
誤
記
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
以
上
か
ら
四
号
船
以
外
に
は
居
座
と
土
官
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
ず
つ
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
が
、『
大
明
譜
』
に
は
、
二
号
船
居
座
お
よ
び
一
～
三
号
船
土
官

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
の
別
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、「
賞
賜
目
録
」
や

『
再
渡
集
』
に
は
、
当
時
、
居
座
と
土
官
に
そ
の
よ
う
な
区
別
が
あ
っ
た
徴
証
は
見

い
だ
せ
ず
、
管
見
の
限
り
他
の
遣
明
船
関
連
史
料
に
も
、
正
副
を
分
け
て
記
載
し
て

い
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
だ
が
、
仮
に
『
大
明
譜
』
の
記
す
よ
う
に
各
船
の
居
座

と
土
官
に
正
副
の
別
が
あ
る
な
ら
ば
、
同
書
に
記
載
さ
れ
な
い
一
号
船
居
座
に
つ
い

て
は
、
明
側
の
史
料
で
遣
明
使
節
の
お
も
だ
っ
た
者
が
列
挙
さ
れ
る
際
に
、
等
越
が

挙
げ
ら
れ
周
泰
の
名
が
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と（

（2
（

、
前
者
が
正
官
、
後
者
が
副
官
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
三
号
船
居
座
に
つ
い
て
は
、『
大
明
譜
』
に
お
け
る
表
記
の

順
序
が
周
琳
、
梵
生
の
順
で
あ
る
こ
と
や
、
前
述
の
通
り
、
周
琳
は
初
渡
時
も
居
座

だ
っ
た
の
に
対
し
、
梵
生
は
そ
れ
よ
り
も
下
位
の
従
僧
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
者
が

正
官
、
後
者
が
副
官
と
推
察
さ
れ
る
。

　

従
僧
の
う
ち
、
全
琇
は
天
龍
寺
華
蔵
院
の
球
叔
全
琇
。
禅
恕
は
、
初
渡
時
に
も
参

加
し
て
、
明
人
黄
鳳
鳴
か
ら
「
安
国
五
葉
院
記
」
を
得
た
仁
渓
禅
恕
。『
初
渡
集
』

に
は
「
実
際
恕
公
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
再
渡
集
』
の
「
実
際
」
は
彼
を

指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
初
渡
集
』
に
は
「
実
際
寺
」
と
も
表
記
さ
れ
て
い

る
の
で
、「
実
際
」
は
住
寺
の
名
称
で
あ
ろ
う
。
宗
統
は
、
博
多
商
人
神
屋
寿
禎
の

子
で
、
聖
福
寺
龍
華
庵
の
三
正
宗
統
。
彼
も
ま
た
初
渡
時
に
参
加
し
て
い
る
。
宗

は
『
再
渡
集
』
に
「
景
轍

上
司
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
景
轍
宗

と
判

明
す
る
。
景
琉
、
守
漸
、
禅
休
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
再
渡
集
』
に
「
琉
蔵
主
」・

「
漸
首
座
」・「
休
首
座
」
な
ど
と
記
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

通
事
の
う
ち
呉
栄
は
、
初
渡
時
に
も
一
号
船
の
通
事
と
し
て
参
加
し
た
。『
初
渡

集
』
や
『
再
渡
集
』
に
よ
る
と
、
朝
貢
品
の
明
側
へ
の
受
け
渡
し
な
ど
重
要
な
場
面

に
立
ち
会
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
鄭
允
は
、『
再
渡
集
』
で
は
「
呉
・
鄭

二
通
事
」
の
よ
う
に
、
呉
栄
と
と
も
に
記
さ
れ
る
「
鄭
」
に
あ
た
る
人
物
で
あ
ろ
う
。

永
正
度
遣
明
船
の
通
事
鄭
沢
の
一
族
の
可
能
性
も
あ
る
。
呉
貞
と
銭
礼
に
つ
い
て
は

『
再
渡
集
』
に
も
『
大
明
譜
』
に
も
記
載
が
な
く
詳
細
は
不
明
だ
が
、
呉
貞
は
呉
栄
の
、

銭
礼
は
初
渡
時
の
通
事
銭
詢
の
、
そ
れ
ぞ
れ
縁
者
と
推
察
さ
れ
る
。

策
彦
老
師
渡
唐

　
「
策
彦
老
師
渡
唐
」
は
、
策
彦
の
初
渡
時
と
再
渡
時
の
日
程
の
簡
単
な
メ
モ
。
五

島
か
ら
出
発
し
た
日
、
中
国
の
ど
こ
か
に
着
岸
し
た
日
と
場
所
、
寧
波
府
城
に
入
城

し
た
日
、
北
京
城
に
入
っ
た
日
、
参
内
し
た
日
、
北
京
を
辞
し
た
日
で
構
成
さ
れ
る
。

初
渡
に
つ
い
て
は
、『
初
渡
集
』
な
ら
び
に
『
一
番
渡
唐
』
と
一
致
し
て
い
る
。
再
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渡
に
つ
い
て
は
、『
再
渡
集
』・『
二
番
渡
唐
』
に
は
記
載
の
な
い
寧
波
入
城
以
前
の

分
は
『
大
明
譜
』
に
、
以
降
の
分
は
、
お
お
む
ね
『
再
渡
集
』・『
二
番
渡
唐
』
に
一

致
す
る
が
、
細
字
で
後
考
と
し
て
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
と
お
り
、
寧
波
府
入
城
は
嘉

靖
二
七
年
、
北
京
入
城
は
翌
二
八
年
の
誤
り
で
あ
る
。

　

本
史
料
の
原
本
は
現
在
見
当
た
ら
ず
、
作
成
年
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
は
一
八
八
五
年
、
妙
智
院
で
『
初
渡
集
』
の
影
写
を
行
な
っ
た
が
、
こ

の
う
ち
下
巻
の
末
尾
に
こ
の
メ
モ
が
写
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
ま
で
は
存
在
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る（

（3
（

。

【
翻
刻
】

　

以
下
現
蔵
で
な
い
史
料
の
書
写
部
分
に
つ
き
、
翻
刻
を
掲
げ
る
。
凡
例
は
右
の
通

り
。

・
各
史
料
の
冒
頭
に
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
、
表
1
に
示
し
た
翻
刻
記
号
と
史
料
名
を
付
し

た
。

・
文
字
は
お
お
む
ね
常
用
字
体
に
改
め
、
読
点
・
並
列
点
を
適
宜
加
え
た
。

・
改
行
は
お
お
む
ね
原
体
を
尊
重
し
、
尊
敬
を
表
す
台
頭
・
平
出
・
闕
字
は
適
宜
存

し
た
。
た
だ
し
、
Ｉ
文
書
は
折
紙
で
、
開
い
た
状
態
で
写
し
取
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
文
章
が
上
下
二
段
に
分
か
れ
、
下
段
は
文
字
が
転
倒
し
て
い
る
が
、
翻

刻
で
は
文
字
の
転
倒
に
つ
い
て
は
表
現
し
な
か
っ
た
。

・
判
読
不
能
の
文
字
は
■
で
示
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
左
傍
に
〝を
付
し
、
挿

入
の
た
め
脇
付
さ
れ
た
文
字
は
文
中
に
繰
り
込
ん
だ
。

・
校
訂
注
は
〔
〕
で
示
し
た
。

Ａ
、
妙
智
院
書
画
目
録

　
　
　

妙
智
院
書
画
目
録

陶
佾
画
虎　
　

一
幅　
　

疏　
　
　
　
　

一
幅

輿
地
図　
　
　

一
幅　
　

野
泉
餞
別
図　

一
幅

南
遯
柯
雨
窓
策
彦
画
像
賛　
　

一
幅

嶰
谷
山
水　
　

二
幅　
　

策
彦
画
像
徳
雲
賛　

一
幅

誌
別
二
大
字

礼
部
副
任
鹿
亭
包
檳
餞
別
図
王
諤　

一
幅

衣
錦
栄
帰
図
柯
雨
窓
賛　

怡
斎　

梅
屋

〔
厓
〕書　

　
　

一
幅

柯
雨
窓
画　
　

一
幅　
　

晩
過
西
湖
詩　

一
幅

趙
月
川
送
別
詩
一
幅　
　

王
元
章
書　
　

一
幅

三
蘇
図　
　
　

一
幅　
　

竹
斎
読
書
図　

一
幅

賀
及
第
文　
　

一
幅

嘉
靖
五
十
六
年
歳
次
丁
巳
仲
夏
既
望
、
賜

　
　
　
　
　
　
　
　
進
士
出
身
奉
議
大
夫
南
京
礼
部
精
膳
司

　
　
　
　
　
　
　
　
郎
中
漳
浦
肖
若
朱
天
球
書

Ｂ
、
西
山
艸
堂

　
　
　
　

四
明
囚〔

山
人
〕刀

雲
冠
道
人
書
于
宋
名

臣
后

　
　
　

西

　
　
　

山

　
　
　

艸

　
　
　

堂

四
明
梅
厓
精
舎
某厓

Ｃ
、
竹
斎
読
書
図

置
屋
乱
山
荒
竹
中
、
論
心
此
境
与
誰
同
、
期

人
不
至
谿
橋
遠
、
手
裏

〔
裡
〕残

書
読
欲
終
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
豩
叟
龍
派

玉
堂
学
士
脱

〔
晩
〕休

官
、
掌
上
何
書
読
半

残
、
終
古
仙
方
除
白
髪
、
欲
伝
鴻
宝
事

劉
安
、

「西山艸堂」部分（写真）
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松
花
老
衲
清
播

眼
対
図
経
人
白
髪
、
海
山
風
景
思

悠
々
、
此
身
何
日
拉
琴
侶
、
耆

〔
春
〕宿

花
菴
秋
竹
楼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
月
叟
周
曮

竹
裏
茅
斎
野
趣
深
、
攤

〔
書
、脱
〕

終
日
独

披
襟
、
賢
才
皆
自

〔
専
〕草

莱
起
、
可
有

青
雲
経
嶋

〔
済
〕心

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝉
闇
龍
惺

面
水
好
山
皆
可
廬
、
唯
多
竹
処
称

吾
廬

〔
居
〕、

譍
門
非
是
厭
佳
客
、
日
課

猶
愁
欠
読
書
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
庵
霊
彦

Ｄ
、
三
蘇
図

　

三
蘇
図

蘇
門
父
子
、
道
徳
文
章
、
華
于
一
家
、
而

名
聞
于
天
下
、
─
─

　
　
　
　
　
　
　
　

慈
渓
客
叟
■
桂
徳

富
楼
開
■
年
─
─　

新
城
劉
紹

奪
〃婦娥
有眉
之
差
者
唯
─
─
四
明
■
新
道

世
々
文
章
─
─　
　
　

山
陰
胡
隆
成

Ｅ
、
贈
送
臨
川
策
彦
叟
正
使
周
老
大
人
帰
国
詩

　

贈
送

臨
川
策
彦
叟

正
使
周
老
大
人
帰

　

国
詩

　

使
星
拱

極
罄
葵
忠
、

貢
罷
舟
帰

海
日
東
、
万

里
櫓
声

搖
夜
月
、
千

山
帆
影
度

晴
風
、
授
来

符
節
酬

賓
礼
、

賜
去
袈
裟

寵
道
躬
、
還
抵

蓬
莱
仙
子
地
、

莫
忘
柔
遠

聖
恩
濃
、

大
明
嘉
靖
庚
戌
夏
月

四
明
七
十
四
翁
趙
月
川
拝
書

　
　
　
　
青
山

緑
水 

 

徳
章

之
章

Ｆ
、
王
元
章
書

蘇
長
公
、
天
資
卓
絶
、

而
於
書
法
、
深
詣
其
妙
、

莫
言
、
沈
着
痛
悟
、
大
似

李
北
海
、
坡

（
マ
マ
）隻

字
片
紙
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遺
落
人
間
、
被
可
貴

重
、
其
並
爽
不
撓
之
気

千
載
、
而
下
備
見
之
、
欲

知
公
書
者
、
熟
味
此
洗
、

当
不
逃
至
鑑
矣
、

　
　
　
　
　

元
章
王
元章

Ｇ
、
定
海
県
諭

　

定
海
県
暁
諭
夷
使
周
良

　

等
、
見
蒙

明
旨
、
転
行

　

撫
䑓
処
分
、
本
県
已
将
汝

　

等
急
欲
進
港
情
由
、
通
行

　

申
達
矣
、

　

本
䑓
見
之
、
不
日

　

撫
臨
地
方
、
自
有
着
落
、
若

　

不
恭
候
処
分
、
擅
行
軽
動
、

　

是
先
抗
違

　

撫
䑓
也
、
今
日

　

撫
䑓
承

旨
而
来
、
違

　

撫
䑓
与
違

旨
何
異
、
本
県
決
非
故
飾
欺
詐

　

之
詞
、
以
為
羈
縻
汝
等
之

　

計
、
試
慎
思
之
、
母

〔
毋
〕躁

忽
、
故

　

諭
、

嘉
靖
弐
拾
柒
年
正
月
十
三
日
給

　

諭
（
花
押
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
海

県
鑑

Ｈ
、
賞
賜
目
録

　

計
開

賞
賜
日
本
国
王
源
義
晴
差
来
到
京
并
存
留
正
使
等
官
周
良
等
正
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　

拾
〔
弐
、脱
カ
〕

万
肆
千
捌
百
文
、

正
使
・
副
使
各
壹
員
、
毎
員
銅
銭
壹
万
文
、
共
銭
弐
万
文
、

　
　

正
使
壹
員
周
良　

副
使
壹
員
寿
文

居
座
・
土
官
拾
参
員
、
毎
員
銅
銭
捌
千
文
、
共
銭
壹
拾
万
肆
千
文
、

　
　

居
座
柒
員
等
越　

周
泰　

景
順　

梵
生　

啓
竺　

周
林

〔
琳
〕　

崇
恕

　
　

土
官
陸
員
宗
董

〔
薫
〕　

正
頼　

岩
〔
玄
〕叔　

宗
禀　

宗
繁　

宗
演

従
僧
・
運

〔
通
〕事

拾
壹
員
名
、
毎
員
名
銅
銭
伍
千
文
、
共
銭
伍
万
伍
千
文
、

　
　

従
僧
柒
員
全
琇　

景
琉　

守
漸　

禅
恕　

宗
統　

宗　
　

禅
休

　
　

通
事
肆
名
呉
栄　

鄭
允　

呉
貞　

銭
礼

正
使
等
官
周
良
等
、
自
進
過

（
マ
マ
）扇

価
銅
銭
弐
万
伍
千
捌
百
文
、

　
　

共
計
弐
拾
万
四
千
八
百
文
、

Ｉ
、
策
彦
老
師
渡
唐　
　

　

策
巻

〔
彦
〕老

師
渡
唐

　

正
使　

副
使　

居
座　

土
官　

従
僧

　
　
　
此
外
通
事
三
、
四
、

　

一
号
船　

二
号
船　
　

号

〔
三
、脱
〕船

　
　
　

此
外
従
船
有
之
、

　

初
渡　
　

三
十
九
歳　

天
文
八
年
四
月
十
九
日
、
自
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五
島
出
船
、

五大
唐
嘉
靖
十
八
年

月
二
日
著
岸
于
温
州
、

同
廿
二
日
入
寧
波
府
、

翌
年
三
月
二
日
入
北
京
、

同
七
日
参
内
、

五
月
朔
日
参
内
、

同
二
日
参
内
、

同
七
日
参
内
、
領
返
書

同
九
日
辞
北
京
、
下
向
、

　

右

　

再
渡

天
文
十
六
年
五
月
四
日

自
五
島
出
船
、

七
月
二
日
着
岸
于
奥

〔
　
〕山

、

翌嘉
靖
廿
八
年
、後
考
日
記
則
嘉
靖
廿
七
年
、

年
三
月
十
日
入
寧
波
府
、

卯大
唐
嘉
靖
廿
八
年
、

月
十
八
日
入
北
京
、
寅
刻
、

同
廿
四
日
参
内
、

五
月
廿
六
日
参
内
、
五
更
、

同
廿
八
日
参
内
、
寅
刻
、

七
月
廿
一
日
参
内
、
寅
刻

同
廿
八
日
参
内
、
寅
刻
、

同
晦
日
参
内
、
寅
刻
、

八
月
九
日
辞
北
京
、
下
向
、

　

右

大
唐
之
内
、

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
近
世
の
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
史
料
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
宮
内
庁

書
陵
部
所
蔵
『
策
彦
周
良
等
往
来
雑
記
』
に
つ
い
て
、
内
容
の
紹
介
と
解
説
を
お
こ

な
い
、
あ
わ
せ
て
同
書
収
録
史
料
の
う
ち
現
蔵
で
な
い
も
の
を
翻
刻
し
た
。
末
筆
な

が
ら
、
翻
刻
の
ご
許
可
を
賜
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
。

〔
注
〕

（
1
）		

伊
川
健
二
「『
戊
子
入
明
記
』
に
描
か
れ
た
遣
明
船
」（『
古
文
書
研
究
』
五
三
、
二

〇
〇
一
年
。
の
ち
同
『
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
─
─
日
欧
通
交
の
歴
史
的
前
提	

─
─
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
に
再
録
）、
須
田
牧
子
「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』

巻
中
・
解
説
」（
中
島
楽
章
・
伊
藤
幸
司
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三

年
）。

（
2
）		

伊
川
健
二
前
掲
論
文
。

（
3
）		

岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
明
国
諸
士
送
行
』」（『
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
三
年
）。

（
4
）		

伊
藤
幸
司
・
岡
本
弘
道
・
須
田
牧
子
・
中
島
楽
章
・
西
尾
賢
隆
・
橋
本
雄
・
山
崎
岳
・

米
谷
均
「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
翻
刻
」（
前
掲
注
（
1
）
中
島
・
伊
藤
編

書
）。

（
5
）		

岡
本
真
「
目
録
か
ら
み
た
妙
智
院
旧
蔵
策
彦
周
良
入
明
関
係
史
料
」（
東
京
大
学
日

本
史
学
研
究
室
紀
要
別
冊
『
中
世
政
治
社
会
論
叢
』
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
、
二
〇
一
三
年
）。

（
6
）		
／
は
原
文
の
改
行
を
示
す
。
ま
た
、
読
点
は
筆
者
が
施
し
た
。

（
7
）		
「
近
藤
重
蔵
勤
書
」（『
近
藤
正
斎
全
集
』
一
「
近
藤
守
重
事
蹟
考
」、
国
書
刊
行
会
、

一
九
〇
五
年
）。

（
8
）		

『
乾
隆
鄞
県
志
』
巻
一
八
。

（
9
）		

「
文
晁
過
眼
録
（
四
）」『
集
古
』
壬
子
巻
一
、
一
九
一
三
年
）。

（
10
）		

『
福
建
通
志
』
巻
四
六
。
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（
11
）		
海
老
根
聰
郎
「
方
梅
厓
─
─
人
と
作
品
─
─
」（『
國
華
』
一
一
五
─
一
〇
、
二
〇

一
〇
年
）。

（
12
）		
前
注
海
老
根
聰
郎
論
文
三
九
頁
。

（
13
）		

『
禅
林
画
賛
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
八
七
年
）
二
四
八
─
二
五
三
頁
。

（
14
）		

『
雍
正
江
西
通
志
』
巻
八
四
。

（
15
）		

『
新
安
文
献
志
』
先
賢
事
略
・
下
。

（
16
）		

嘉
靖
一
八
年
閏
七
月
五
日
条
、
同
八
月
二
一
日
条
。

（
17
）		

『
万
暦
紹
興
府
志
』
巻
四
三
。

（
18
）		

正
木
美
術
館
・
京
都
国
立
博
物
館
な
ど
。
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
「
中
国
絵
画
所
在
情
報
」
に
よ
る
。

（
19
）		

大
庭
脩
「
芳
洲
文
庫
の
『
嘉
靖
公
牘
集
』
に
つ
い
て
」（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
紀
要
』
一
〇
、
一
九
七
七
年
）。

（
20
）		

岡
本
真
「
目
録
か
ら
み
た
妙
智
院
旧
蔵
策
彦
周
良
入
明
関
係
史
料
」（
前
掲
）
六
六

頁
。

（
21
）		

た
だ
し
、
策
彦
ら
の
渡
海
し
た
頃
に
は
、
日
本
の
使
節
の
南
京
入
城
は
許
可
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
初
渡
時
に
は
南
京
城
外
の
龍
江
駅
で
銅
銭
を
受
領
し

て
お
り
（『
初
渡
集
』
嘉
靖
二
九
年
七
月
三
〇
日
条
）、
再
渡
時
も
同
様
だ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

（
22
）		

『
初
渡
集
』
嘉
靖
一
九
年
七
月
三
〇
日
条
。

（
23
）　

小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
通
交
貿
易
史
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
四
一
年
）
一
八

〇
─
一
八
一
頁
、
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
下
（
法
蔵
館
、
一
九
五
九
年
）

八
六
頁
。

（
24
）		

「
永
禄
三
年
十
二
月
十
二
日
毛
利
隆
元
書
状
」（『
萩
藩
閥
閲
録
』
巻
六
八
・
三
隅
勘

右
衛
門
）
は
慈
眼
院
景
順
宛
で
あ
り
、「
永
禄
七
年
閏
一
二
月
二
〇
日
景
順
言
上
状
」

（
福
岡
市
博
物
館
所
蔵
『
長
門
慈
眼
院
文
書
』
四
号
、
文
書
番
号
は
福
岡
市
史
編
集
委

員
会
編
『
新
修
福
岡
市
史
』
資
料
編
中
世
一
、
福
岡
市
、
二
〇
一
〇
年
に
よ
る
）
に

は
景
順
が
慈
眼
院
を
寿
芳
蔵
主
に
譲
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
25
）		

「（
天
文
二
〇
年
カ
）
開
山
国
師
二
百
年
諱
奉
加
帳
」（『
天
龍
寺
文
書
』
六
三
二
号
、

文
書
番
号
は
原
田
正
俊
編
『
天
龍
寺
文
書
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
一
年
に

よ
る
）。

（
26
）		

『
明
宗
実
録
』
八
年
六
月
丁
亥
条
。

（
27
）		

須
田
牧
子
「
大
内
氏
の
外
交
と
室
町
政
権
」（
川
岡
勉
・
古
賀
信
幸
編
『
日
本
中
世

の
西
国
社
会
三　

西
国
の
文
化
と
外
交
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
六
九
─
七

〇
頁
。

（
28
）		

「（
天
文
六
年
一
〇
月
一
〇
日
）
杉
隆
宗
奉
納
和
歌
懐
紙
」（『
筥
崎
宮
文
書
』
四
─

八
号
、
文
書
番
号
は
前
掲
『
新
修
福
岡
市
史
』
に
よ
る
）、「
天
文
一
一
年
四
月
二
六

日
杉
隆
宗
奉
書
」（『
田
村
文
書
』
八
一
号
、
同
）、「
天
文
一
六
年
八
月
一
〇
日
行
吉

生
信
正
税
米
算
用
状
」（『
石
清
水
文
書
』
五
七
六
号
、
文
書
番
号
は
『
大
日
本
古
文

書　

石
清
水
文
書
』
に
よ
る
）
な
ど
。

（
29
）		

『
甓
餘
雑
集
』
嘉
靖
二
七
年
四
月
六
日
付
上
奏
文
、『
明
国
諸
士
送
行
』
一
号
文
書

な
ど
。

（
30
）		

須
田
牧
子
「
妙
智
院
所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
解
題
」（
前
掲
）
三
八
二
頁
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
「
中
近
世
の
外
交
遺
産
の
蓄
積
と
流
通
」（
科
学
研
究
費
補
助
金
・
若
手

研
究
🄑
研
究
代
表
者
須
田
牧
子
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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